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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
(i)式(I)
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[式中、Aは、単結合、-CH=CH-または(CH2)n-(式中、nは1～3の整数を表す)を表し、R1お
よびR2は同一または異なって水素または低級アルキルを表すか、または隣接する窒素原子
と一緒になって複素環基を形成する]で表されるジベンゾ[b,e]オキセピン誘導体またはそ
の薬学的に許容される塩、(ii)酸化鉄、ならびに(iii)糖、デンプン、デンプン誘導体、
セルロース、セルロース誘導体および糖アルコールから選ばれる1以上を含有する薬物含
有顆粒を含有し、該薬物含有顆粒中のジベンゾ[b,e]オキセピン誘導体またはその薬学的
に許容される塩の量が、該薬物含有顆粒の量100質量部に対して0.1～30質量部であり、該
薬物含有顆粒中の酸化鉄の量が、該薬物含有顆粒中のジベンゾ[b,e]オキセピン誘導体ま
たはその薬学的に許容される塩の量1質量部に対して0.01～1質量部であり、該薬物含有顆
粒内で(i)～(iii)が混ざり合っている、固形製剤。
【請求項２】
さらに、(iv)酸化鉄、ならびに(v)糖、デンプン、デンプン誘導体、セルロース、セルロ
ース誘導体および糖アルコールから選ばれる1以上を含有する酸化鉄含有部を含有し、該
酸化鉄含有部内で(iv)および(v)が混ざり合っており、固形製剤に含有される酸化鉄の量
が、薬物含有顆粒中のジベンゾ[b,e]オキセピン誘導体またはその薬学的に許容される塩
の量1質量部に対して0.01～6質量部である、請求項1記載の固形製剤。
【請求項３】
薬物含有顆粒が、前記ジベンゾ[b,e]オキセピン誘導体またはその薬学的に許容される塩
、酸化鉄、ならびに糖、デンプン、デンプン誘導体、セルロース、セルロース誘導体およ
び糖アルコールから選ばれる1以上を造粒して得られた薬物含有顆粒である、請求項1また
は2記載の固形製剤。
【請求項４】
酸化鉄が、三二酸化鉄、黄色三二酸化鉄またはそれらの組み合わせである、請求項1～3の
いずれかに記載の固形製剤。
【請求項５】
薬物含有顆粒が、酸化チタンを含まない薬物含有顆粒である、請求項1～4のいずれかに記
載の固形製剤。
【請求項６】
固形製剤が、ドライシロップまたは口腔内崩壊錠である、請求項1～5のいずれかに記載の
固形製剤。
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